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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第50期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第49期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,531,5384,013,38210,596,276

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△194,062 56,645△162,898

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（千円） △140,109 28,554△113,818

純資産額（千円） 1,051,3851,107,9371,085,457

総資産額（千円） 7,105,5389,658,5968,690,170

１株当たり純資産額（円） 216.05 227.67 223.05

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△28.79 5.87 △23.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 14.8 11.5 12.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△160,412△63,995 297,476

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△53,701 △13,708△192,100

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
640,509 339,351△16,399

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,107,4712,031,6941,770,051

従業員数（人） 294 273 272

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第50期第１四半期連結累計（会計）期間

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第49期第１四半期連結累計（会計）期間

及び第49期については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 273(64)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー及び嘱託契約の雇用者を含み、人材会社からの派遣社員を除

く。）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 124(19)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー及び嘱託契約の雇用者を含み、人材会社からの派遣社員を除く。）は、当第１四半期会計期間の

平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【受託製造、仕入、受注及び販売の状況】

(1）受託製造実績

　当第１四半期連結会計期間における受託製造事業の受託製造実績を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間 
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
前年同四半期比（％）　
　

受託製造（千円） 469,364 －

合計（千円） 469,364 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額は受託製造原価であり、また消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における販売事業の仕入実績を示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間 
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
前年同四半期比（％）
　

販売（千円） 3,294,394 －

合計（千円） 3,294,394 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比

（％)
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）

販売 4,032,654 － 1,595,753 －

受託製造 248,948 － 45,628 －

合計 4,281,602 － 1,641,381 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額は販売価格によっており、また消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間 
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
前年同四半期比（％）
　

販売（千円） 3,779,393 －

受託製造（千円） 233,988 －

合計（千円） 4,013,382 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

東京エレクトロンＡＴ㈱ 209,033 13.6 790,412 19.7

東京エレクトロン東北㈱　 173,343 11.3 774,949 19.3

東京エレクトロン九州㈱　 154,542 10.1 603,518 15.0

３．上記の金額は販売価格であり、また消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国・アジアを中心とした海外経済の回復や緊急経済対策な

どの影響により、設備投資や輸出が増加するとともに個人消費も堅調に推移し、引き続き回復基調となりました。

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置業界におきましては、多機能型携帯電話・薄型テ

レビ・自動車向けのメモリー需要が拡大していることに加え、中国など新興市場でのデジタル家電の急拡大によ

り、半導体メーカーの設備投資が本格化し、これにより半導体製造装置メーカーの受注も大幅に回復しました。

こうした経営環境のもと、当社グループでは、製販一体の総合力の強化により受注獲得の取り組みを行ってまい

りました。

この結果、当第１四半期連結会計期間の連結売上高は、取引先の受注回復の影響により40億13百万円（前年同期

比162.0％増）となりました。損益面では、営業利益66百万円（前年同期は営業損失１億84百万円）、経常利益56百

万円（前年同期は経常損失１億94百万円）、四半期純利益28百万円（前年同期は四半期純損失１億40百万円）とな

りました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①販売

半導体・ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置等のコンポーネンツ及び同装置の販売事業におきま

しては、半導体メーカーの投資拡大による半導体製造装置メーカーの受注増加により、売上高37億84百万円（前年

同期比191.9％増）、営業利益56百万円（前年同期は営業損失１億46百万円）となりました。

②受託製造　

　半導体・ＦＰＤ製造装置等の組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、取引先からの受注の

増加等により、売上高５億20百万円（前年同期比70.9％増）、営業利益２百万円（前年同期は営業損失47百万円）

となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ２億61百万円増加（前年同期は４億26百万円の増加）し、20億31百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は63百万円（前年同期は１億60百万円の使用）となりました。これは主に、売上債権

の増加額６億24百万円及びたな卸資産の増加額１億75百万円等の減少要因があった一方、仕入債務の増加額５億26

百万円、税金等調整前四半期純利益30百万円及びその他の増加額１億67百万円（その他の流動資産の減少及びその

他の流動負債の増加等）の増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は13百万円（前年同期は53百万円の使用）となりました。これは主としてその他10

百万円（保証金の差入）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は３億39百万円（前年同期は６億40百万円の増加）となりました。これは主として

長期借入金の純増額３億54百万円によるものであります。

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因、経営戦略の現状と見

通しについて重要な変更はありません。

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ９億68百万円増加し、96億58

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が２億61百万円、受取手形及び売掛金が６億35百万円及び商品

及び製品が１億51百万円等流動資産が９億74百万円増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ９億45百万円増加し、85億50百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び

買掛金５億26百万円及び１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の増加額３億54百万円等が増加したことに

よるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ22百万円増加し、11億７百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が

13百万円及びその他有価証券評価差額金が８百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ12.5％から11.5％となりました。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループは、引き続き原価低減や業務の効率化等を進めるとともに、販売事業では既存顧客取引シェアの拡

大や新規市場の開拓等を推し進め、受託製造事業においては、装置メーカーの設計から製作・設置、保守・維持管理

までの一貫した機能（ＭＤＭＳ機能：Mechatronics Design & Manufacturing Services）や技術力の強化により、

装置組立の受注拡大や保守メンテナンスの全国展開を図ってまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,072,000 5,072,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数

1,000株　

計 5,072,000 5,072,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 5,072,000－ 389,928－ 322,078

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 

普通株式   205,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,863,000 4,863 －

単元未満株式 普通株式     4,000 － －

発行済株式総数 5,072,000 － －

総株主の議決権 － 4,863 －

 

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11番22号
205,000 － 205,000 4.04

計 － 205,000 － 205,000 4.04

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 159 169 170

最低（円） 129 135 138

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,458,995 2,197,324

受取手形及び売掛金 4,101,175 3,466,024

商品及び製品 701,029 549,949

仕掛品 55,756 35,735

原材料及び貯蔵品 43,640 39,342

その他 39,222 136,371

貸倒引当金 △6,541 △5,733

流動資産合計 7,393,277 6,419,014

固定資産

有形固定資産

土地 1,111,124 1,111,124

その他（純額） ※
 386,514

※
 384,330

有形固定資産合計 1,497,638 1,495,454

無形固定資産 16,324 17,169

投資その他の資産

その他 753,079 770,880

貸倒引当金 △1,723 △12,348

投資その他の資産合計 751,356 758,531

固定資産合計 2,265,319 2,271,156

資産合計 9,658,596 8,690,170

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,639,130 4,112,861

1年内返済予定の長期借入金 1,034,579 945,742

未払法人税等 3,335 9,313

賞与引当金 34,323 50,000

事業再編損失引当金 706 1,064

その他 228,646 151,771

流動負債合計 5,940,721 5,270,753

固定負債

長期借入金 2,010,005 1,744,117

退職給付引当金 472,721 469,102

長期未払金 96,443 96,443

資産除去債務 10,973 －

その他 19,793 24,296

固定負債合計 2,609,937 2,333,959

負債合計 8,550,658 7,604,713
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 392,114 378,158

自己株式 △28,254 △28,254

株主資本合計 1,075,865 1,061,910

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32,071 23,546

評価・換算差額等合計 32,071 23,546

純資産合計 1,107,937 1,085,457

負債純資産合計 9,658,596 8,690,170
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 1,531,538 4,013,382

売上原価 1,417,977 3,612,680

売上総利益 113,561 400,702

販売費及び一般管理費 ※
 298,094

※
 334,155

営業利益又は営業損失（△） △184,532 66,546

営業外収益

受取利息 592 318

受取配当金 1,656 1,471

受取賃貸料 － 2,400

仕入割引 739 1,724

その他 4,784 1,550

営業外収益合計 7,774 7,465

営業外費用

支払利息 15,961 16,513

その他 1,342 852

営業外費用合計 17,303 17,366

経常利益又は経常損失（△） △194,062 56,645

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,139

役員退職慰労未払金戻入益 53,362 －

その他 2,915 －

特別利益合計 56,277 2,139

特別損失

投資有価証券評価損 － 22,201

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

その他 － 24

特別損失合計 － 28,462

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△137,785 30,323

法人税等 2,324 1,768

少数株主損益調整前四半期純利益 － 28,554

四半期純利益又は四半期純損失（△） △140,109 28,554
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△137,785 30,323

減価償却費 13,930 11,665

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,495 △9,817

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,782 △15,677

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,589 3,619

事業再編損失引当金の増減額（△は減少） △10,102 △286

受取利息及び受取配当金 △2,249 △1,789

支払利息 15,961 16,513

投資有価証券評価損益（△は益） － 22,201

役員退職慰労未払金戻入益 △53,362 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

売上債権の増減額（△は増加） 860,573 △624,338

たな卸資産の増減額（△は増加） 95 △175,397

仕入債務の増減額（△は減少） △612,550 526,269

その他 △207,571 167,429

小計 △145,927 △43,048

利息及び配当金の受取額 2,269 1,819

利息の支払額 △16,343 △15,746

法人税等の支払額 △412 △7,020

営業活動によるキャッシュ・フロー △160,412 △63,995

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,532 △4,520

担保預金の預入による支出 △51,930 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △250 △935

投資有価証券の取得による支出 △925 △637

投資有価証券の売却による収入 174 3,000

その他 3,762 △10,614

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,701 △13,708

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △30,000 －

長期借入れによる収入 1,360,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △688,784 △245,275

リース債務の返済による支出 △705 △773

配当金の支払額 － △14,599

財務活動によるキャッシュ・フロー 640,509 339,351

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 426,393 261,643

現金及び現金同等物の期首残高 1,681,078 1,770,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,107,471

※
 2,031,694
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　　これによる営業利益及び経常利益に与える影響は軽微でありますが、税金

等調整前四半期純利益は6,489千円減少しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は10,935千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は、

営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は917千円であります。　

３．前第１四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」

は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第１四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は1,728千円であります。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

　　前第１四半期連結累計期間において区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「担保預金の

預入による支出」（当第１四半期連結累計期間７千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当第１四半期連結

累計期間より投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的

な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法　 四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し

前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定して

おります。

３．固定資産の減価償却の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,781,660千円であ

ります。　

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,765,552千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 145,223千円　

退職給付費用 14,539千円　

貸倒引当金繰入額 1,191千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

給与及び賞与　 155,578千円　

賞与引当金繰入額　 20,751千円　

退職給付費用 16,494千円　

貸倒引当金繰入額 808千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定　 2,454,177千円

預入期間が３か月超及び担保に供し

ている定期預金　
△346,705千円　

現金及び現金同等物　 2,107,471千円　

 

現金及び預金勘定　 2,458,995千円

預入期間が３か月超及び担保に供し

ている定期預金　
△427,300千円　

現金及び現金同等物　 2,031,694千円　
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　5,072,000株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　205,597株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 14,599 3  平成22年３月31日 平成22年６月25日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
販売事業
（千円）

受託製造事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,295,353236,1851,531,538 － 1,531,538

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,122 68,407 69,529 (69,529) －

計 1,296,475304,5921,601,068(69,529)1,531,538

営業利益又は営業損失（△） △146,019△47,639△193,659 9,126 △184,532

　（注）１．事業区分の方法

事業は、内部管理上採用している事業の性質を考慮して区分しております。

２．各区分に属する事業の内容

事業区分 事業の内容

販売事業 電子機器・機械装置の販売

受託製造事業 電子機器・機械装置の組立等の受託製造

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。　

　当社グループは、当社（内外テック株式会社）及び連結子会社１社（内外エレクトロニクス株式会社）に

より構成され、半導体メーカー、半導体製造装置メーカー、ＦＰＤ製造装置メーカー、太陽電池製造装置メー

カー及び電子機器メーカーを主要顧客として、販売、製造別のセグメントから構成されており、「販売」事業

及び「受託製造」事業の２つを報告セグメントとしております。　

　「販売」事業は、半導体製造装置、ＦＰＤ製造装置等の使用される各種コンポーネンツ（部品）及び同装置

を国内メーカーから仕入れ、主に国内ユーザーに販売しております。「受託製造」事業は、半導体関連及びＦ

ＰＤ製造装置メーカー等に対し、装置組立・受託加工・工程管理・情報機器組立・保守メンテナンス等の受

託製造事業を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）　

　 （単位：千円）

　 
報告セグメント　

　調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

販売 受託製造 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 3,779,393233,9884,013,382 － 4,013,382
セグメント間の内部売
上高又は振替高

5,115 286,561 291,677△291,677 －

計 3,784,509520,5504,305,059△291,6774,013,382

セグメント利益 56,533 2,226 58,760 7,786 66,546

（注）１．セグメント利益の調整額7,786千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　

（追加情報）　

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　

　

（金融商品関係）

　著しい変動が認められませんので、金融商品関係の注記を省略しております。

　

（有価証券関係）

著しい変動が認められませんので、有価証券関係の注記を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

　なお金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象より除いております。
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（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

著しい変動が認められませんので、資産除去債務関係の注記を省略しております。

　

（賃貸等不動産関係）

著しい変動が認められませんので、賃貸等不動産関係の注記を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 227.67円 １株当たり純資産額 223.05円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 28.79円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 5.87円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △140,109 28,554

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△140,109 28,554

期中平均株式数（千株） 4,866 4,866

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　著しい変動が認められませんので、リース取引関係の注記を省略しております。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安　　義利　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月10日

内外テック株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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